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1. 序論：次世代AIの主戦場と韓国の国家戦略的転換 
2020年代前半を席巻したテキスト主体の「大規模言語モデル（LLM）」や生成AIの発展に続き、人工
知能（AI）競争の主戦場は仮想空間から現実世界の物理空間へと急速に移行している。このパラダ
イムシフトの中心にあるのが「フィジカル（物理）AI」である。フィジカルAIとは、ロボットや自律型シス
テムが現実世界の物理的環境や物理法則を認識・理解し、自律的に判断して複雑なタスクを直接遂

行できるようにするAI技術を指す1。従来のAIがコンピューターのスクリーンの中で情報を処理し、テ
キストや画像を生成するにとどまっていたのに対し、フィジカルAIは文字通り「身体」を持ち、物理的
な世界に直接介入して価値を創出する。 
現在、米国や中国がLLM分野において圧倒的な先行優位性を築き、莫大な資本とデータセットを背
景に市場を寡占している中、韓国政府は独自の戦略的決断を下した。それは、LLM分野でのキャッ
チアップ（世界3位目標）を継続しつつも、自国が歴史的に強みを持つ半導体産業および重工業・製
造業の基盤を直接的に活かせる「フィジカルAI」分野において、2030年までに「世界首位（グローバ
ル1強）」へと躍り出るという極めて野心的な目標である1。 
この目標を達成するため、韓国政府はフィジカルAIを国家戦略産業に指定し、今後3年間をグローバ
ル主導権を握るための「ゴールデンタイム」と位置づけている3。この背景には、韓国経済が直面して

いる構造的な危機がある。急激な少子高齢化による生産年齢人口の減少と、潜在成長率が1%台へ
突入するという歴史的な低迷期において、製造現場へのAIロボットの導入は単なる技術的進歩では
なく、国家経済の生存と競争力維持をかけた死活問題となっている5。 
本報告書は、韓国政府が主導する「フィジカルAI汎用ファウンデーション（基盤）モデル」の開発から、
総額1,400兆ウォン規模に及ぶ「3大メガプロジェクト」、製造業のAI大転換を目指す「M.AXプロジェク
ト」、さらには関連法制の抜本的改革や日中韓の地政学的競争に至るまで、その全貌と多角的な波

及効果を網羅的かつ詳細に分析する。 

2. フィジカルAIの技術的基盤と克服すべき課題 
従来の産業用ロボットは、あらかじめプログラムされた規則に従って動く受動的な自動化システムに

過ぎず、想定外の事象が起きれば停止するか誤作動を起こすしかなかった。しかし、フィジカルAIは
コンピューターの枠を超え、視覚（Vision）、言語（Language）、行動（Action）を統合制御する「VLA技
術」を中核とする1。これにより、ロボットは人間の指示（言語）を理解し、周囲の環境（視覚）をリアル

タイムで認識し、適切な物理的動作（行動）を自律的に決定することが可能となる。 
2.1 データ不足の壁と「ワールドモデル」の国産化 
フィジカルAIの開発において最大の技術的・構造的障壁となっているのが、学習用データの圧倒的



な不足である。生成AI（LLM）が過去数十年間のインターネット上のテキストデータから「10万年分」
に相当する膨大な学習データを確保しているのに対し、フィジカルAIの領域では現実世界の物理的
な動きのデータが「1万時間分」程度しか蓄積されていない3。物理法則の制約を受ける現実世界で

のデータ収集は、仮想空間でのクローリングに比べて極めてコストが高く、時間も要するためであ

る。現在のペースで直接データを収集し、生成AIと同等のデータ水準に到達するには、10万年の時
間を要すると試算されており、これは実質的に不可能を意味する4。 
この「データの壁」を突破するための核心技術が「ワールドモデル（World Model）」である。ワールド
モデルは、現実世界の物理環境や動き、重力、摩擦、物体の材質などを仮想空間上で高精度にシ

ミュレーションし、行動の結果を予測することで、AIシステムが仮想的な経験を通じて学習できるよう
にする大規模シミュレーションプラットフォームである1。現実世界で直接ロボットを訓練することは、

高価なハードウェアの物理的損傷リスクや、人間に対する安全性の問題（事故のリスク）を伴うた

め、仮想空間での広範な事前訓練（Pre-training）と検証が不可欠となる7。 
 

 
 
2.2 産学研コンソーシアムによる基盤モデル構築 
これまで韓国におけるワールドモデルやシミュレータの開発は、その大部分を海外の技術プラット



フォームに依存してきた。しかし、データ主権の確保や国防上の安全保障上の観点から、韓国科学

技術情報通信省（MSIT）と情報通信企画評価院（IITP）は、シミュレータ技術の完全国産化を目指す
大規模な産学研イニシアチブを立ち上げた7。このプロジェクトは、今年初めに発表された政府の国

家AI革新構想「K-Moonshot」の中核ミッションの一つとして位置づけられている7。 
政府は、ワールドモデルの国産化に向けて、まず497億ウォン（約340億ウォンを最初の2年間で集
中的に投入）規模の予算を確保し、コンソーシアムを編成した7。このコンソーシアムはLG電子が主
導し、AI専門企業のmaum.ai、Holiday Robotics、Robotis、Crowdworks、Alcheraのほか、通信大
手のKT、学術界からKAIST（韓国科学技術院）、ソウル大学、さらに電気通信技術協会（TTA）などが
参画する強力な布陣となっている7。2026年6月9日には、ソウル・麻谷（マゴク）のLGサイエンスパー
クでキックオフミーティングが開催され、実稼働に向けたロードマップが共有された7。 
このプロジェクトの当面の技術的目標は、独自開発のシミュレータ技術を検証し、現実世界でのロ

ボットのタスク完了率を現状から20%以上向上させる次世代フィジカルAIファウンデーションモデルを
構築することである7。さらに、LG電子の人工知能研究所であるキム・ヨンジュン所長は、この開発成
果の一部をオープンソースとして共有し、中小企業の産業現場でも活用できるエコシステムを形成す

る方針を明らかにした8。これは、単に一部の大企業が技術を独占するのではなく、国家全体の製造

エコシステムの競争力強化に繋げるという戦略的意図の表れであり、韓国が目指す「世界最高水準

の独自モデルを2028年までに開発」し、製造、介護、国防など全産業へ波及させるというロードマッ
プの根幹を成すものである1。 

3. 政策的枠組みと巨大資本：3大メガプロジェクトの全貌 
韓国政府は、フィジカルAIの開発を単なる科学技術研究（R&D）の枠組みにとどめず、国家の産業構
造を根本から作り変え、次代の覇権を握るための「大跳躍 3大メガプロジェクト（3 Mega Projects）」
の核心的な一角として位置づけた。2026年6月29日、青瓦台迎賓館で開催された国民報告会にお
いて、李在明（イ・ジェミョン）大統領は、半導体、フィジカルAI、AIデータセンターの3分野を「韓国の
未来産業の三角軸」と明確に定義し、大統領府内に直轄の担当官を置いて自らプロジェクトを指揮

すると宣言した3。李大統領は「瞬きする間に世界産業の地形が変わっている。いまや速度が競争力

であり、オヴィック（唯一）速度戦のみが生き残る道だ」と強調し、グローバルAI覇権競争におけるス
ピードの重要性をアピールした3。 
3.1 総額1,400兆ウォン規模の投資計画 
このプロジェクトは、政府と民間企業（主にサムスン電子、SKグループ、現代自動車グループなど）が
結集し、今後約10年間で総額1,400兆ウォン（約150兆円）以上を投資するという、韓国建国以来でも
最大規模の産業育成計画である3。投資の全体像は、演算能力（半導体）、データ処理とインフラ（AI
データセンター）、そして現実世界での実行（フィジカルAI）という三位一体の構造を成している。 

投資分野 コア戦略・施策 推定投資規模 主な関連地域・拠点 

半導体 (3S+1F戦略) 西南圏での新規メモ
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設。 
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（龍仁） 



忠清圏でのHBM（広
帯域メモリー）パッ

ケージングハブ構
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東南・大慶圏での素
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独自開発。 
 
現代自動車の投資

を呼び水としたロ

ボットファウンドリの

造成。 

約50兆ウォン セマングム、大慶圏 



(表1: 3大メガプロジェクトの投資内訳と中核拠点 3 のデータを基に作成) 
上記表が示す通り、約1,400兆ウォンのうち、800兆ウォンが半導体産業に、550兆ウォンがAIデー
タセンターに割り当てられ、残りの約50兆ウォンがフィジカルAIを中心とした次世代産業インフラへ投
資される構造となっている3。 
3.2 首都圏一極集中からの脱却と地方の均衡発展 
この3大メガプロジェクトのもう一つの極めて重要な政治的・経済的意図は、ソウル首都圏への一極
集中を是正し、地方の均衡発展を図ることである6。韓国の首都圏は、すでに送電線の容量（345kV
変電所の余裕容量の制限など）や用水、工業用地の制約が限界に達しており、新たな大規模施設

の建設に対する住民の反発も強まっている12。そのため政府は、豊富な電力、用水、広大な用地を

持つ西南圏（光州・全南）や忠清圏、全北セマングムを新たなハイテク産業の拠点として選定した3。

李大統領自身も「首都圏はインフラが限界に達している反面、湖南（ホナム、西南圏）は電力と用

水、敷地がよく保存されており、先端産業の投資が可能だ」と述べ、このプロジェクトが単なる地方へ

の恩恵ではなく、韓国が4次産業革命の最終勝者となるための唯一の道であると力説している12。 
3.3 与野党の政治的対立とインフラ構築の課題 
しかし、この壮大な計画は国内で激しい政治的論争を引き起こしている。政権与党である共に民主

党（Democratic Party）は、これを韓国の産業地図を塗り替える青写真として強く支持している。同党
のハン・ビョンド代表代行兼院内代表は、野党の批判を時代遅れの地域主義を煽るものだと非難し、

西南圏の半導体投資は前政権下での先端特化地域評価でも高得点を得ていた正当なものであると

擁護している3。 
一方、野党である国民の力（People Power Party, PPP）は、この計画を「大企業の腕ねじり（
arm-twisting of conglomerates）」であると痛烈に批判している3。PPPのパク・ソンフン首席スポーク
スマンは、湖南地域の半導体ラインのインフラ設置費用を国税で100%カバーするような政府の強引
な立法推進を疑問視し、かつてサムスン電子の社長を務めたコ・ドンジン議員は、半導体の用地選

定には通常5〜7年を要するにもかかわらず、わずか数ヶ月で企業の投資方針が変わったことに対し
て強い懐疑念を表明した3。さらにアン・チョルス議員やユ・スンミン議員らも、大統領府が特定の地

方への投資を直接ターゲットにすることは権力の乱用であり、公正な競争を阻害すると指摘している
3。 
これに加え、環境保護団体である緑色連合（Green Korea United）などは、気候エネルギー環境部
が実質的にビジネス支援機関に成り下がっていると深く憂慮している3。グリーン転換研究所のキム・

ビョングォン所長は、数年でデータセンターの容量を4倍（最終的に18.4GW）に倍増させるという計画
には需要に基づく正当性が欠けており、厳格な再生可能エネルギーの要件を強制せずに拡大に固

執していると批判を展開している3。 
莫大な電力を消費するAIデータセンターと半導体ファブを稼働させるため、政府は2030年までに
100GWの再生可能エネルギーを確保すると同時に、原子力発電および小型モジュール炉（SMR）を
並行して活用する方針を示している3。また、2026年後半には「地域別電気料金制」や「AIデータセン
ター専用料金制」を導入し、地方投資への強力なインセンティブを付与するとともに、許認可手続き

を大幅に簡素化するファストトラックを導入して産業団地の造成期間を半減させる計画である3。しか

し、送電線網の拡充における地域住民の受容性確保や、サプライチェーンの構築には不確実性も残



されている。 

4. 製造業のAI大転換：「M.AXプロジェクト」と「3M戦略」 
フィジカルAIの社会実装において、韓国が最も力を入れている領域が自国の根幹産業である製造業
である。人口減少や潜在成長率の低下（現在1%台から将来的に0%台への突入が危惧されている）
という構造的危機に直面する中、製造現場へのAI導入は国家経済の低成長の連鎖を断ち切る最後
の機会（ゲームチェンジャー）と見なされている5。 
4.1 M.AX（Manufacturing AI Transformation）プロジェクト 
産業通商資源部（MOTIE）と金融委員会（FSC）は共同で、製造業のAI大転換を目指す「M.AX フロン
ティアプロジェクト」を本格的に始動した15。このプロジェクトの最大の特徴は、産業政策と金融政策

がこれまでにないレベルで緊密に連携している点にある。フィジカルAI、ロボット、AIファクトリーと
いったハードウェアを伴う技術革新には、単純なソフトウェア開発や小規模なR&D支援を超えた大掛
かりな施設投資や実証インフラ構築が必要であり、短期的な収益を求めない「長期忍耐資本（

Patient Capital）」の継続的な供給が不可欠だからである15。 
金融委員会は「国民成長ファンド」を活用し、AI、ロボット、未来車、防衛産業、半導体、二次電池の6
大戦略分野に対して2026年内に約16兆ウォン規模の長期投資ファンドを執行する計画を発表した15

。金融委員会のイ・オクウォン委員長は、「国民成長ファンドは、大韓民国が『フィジカルAIグローバ
ル1強』へ跳躍するための核心的な金融手段であり、民間投資を促進する呼び水としての役割を果
たす」と明言している20。 
このファンドの第1号M.AX投資案件として、LS電線の「超高圧海底ケーブル生産工場増設」プロジェ
クトが承認された16。LS電線は、超長距離かつ高重量の海底ケーブル生産およびその厳格な品質検
査プロセスにAIシステムを導入することで、不良率の顕著な低下や、AIによる設備予知保全を通じた
効率的な整備を実現し、製造生産性を飛躍的に高めることに成功している5。 
同時に、産業通商資源部は1,500以上の産学研機関が参加する「M.AXアライアンス」を構築し、企
業間の技術革新、製造データの共有化、オンデバイスAI半導体の開発などを強力に支援している5。

このアライアンスを通じて、AI企業と伝統的な製造企業が結びつき、単なる自動化を超えた「自律的
な生産」の実現を目指している。 
4.2 ロボット産業の「3M戦略」 
フィジカルAIロボット分野において、韓国政府はグローバル3強への飛躍と、最終的なグローバル1強
を目指すため、「3M戦略」と呼ばれる包括的なアクションプランを策定した3。3Mとは、M.AX（製造業
AI導入拡大）、Master（核心技術と専門人材の育成）、Mass Production（量産体制の構築）を意味
する25。 

1.​ M.AX（製造現場のAI化）: 製造現場に業種別特化型のAIロボットを毎年1,000台以上普及さ
せることを目標とする25。自動車、造船、化学など10大業種別に「データファクトリー」を構築
し、現場での稼働データを大規模に蓄積する25。政府は教育、国防、災害対応分野などで率

先してAIロボットを公共調達し、初期市場を創出することで民間企業の参入リスクを低減する
方針である26。 

2.​ Master（中核技術と専門人材の育成）: 今後5年間で1万人のAIロボット専門人材を育成する3

。技術面では、韓国のロボット産業における弱点である「アクチュエータ（駆動系）」「ロボットハ

ンド（精密な把持や操作を可能にする技術）」「各種センサー」の3大部品に対するR&D投資を



集中させ、国産化率を大幅に引き上げる27。特に、ヒューマノイドロボットが人間中心の環境で

複雑なタスクをこなすためには、ロボットハンドの精巧さが鍵となるため、大成ハイテックや

ウォニクロボティクスといった国内部品メーカーへの期待が高まっている27。 
3.​ Mass Production（量産体制の構築）: 研究室レベルのプロトタイプから脱却し、ロボットの大

量生産基盤を地域拠点に構築する。具体的には、全北セマングム地域に現代自動車グルー

プの9兆ウォン規模の投資を呼び水とした巨大な「ロボットファウンドリ」および未来車部品クラ
スターを造成する4。また、国内最大の自動車製造エコシステムがすでに形成されている大慶

圏（大邱・慶北）には、産業用ロボットの実証テストフィールドを構築し、ガソリン車から電気自

動車への移行で苦境に立たされている既存の自動車・家電部品メーカーが、成長産業である

ロボット部品メーカーへ事業転換できるよう支援する3。 

5. 法整備と規制緩和：「フィジカルAI特別法」の革新性 
技術開発と巨大資本の投下が急速に進む一方で、韓国の現行法体系がフィジカルAIの社会実装に
対する大きなボトルネックとなっていることが産学から指摘されてきた。現行法は、「人工知能基本

法」のようなソフトウェア中心の一般規定と、ロボットや自律型自動車などを規制する産業別の個別

法に分断されている。このため、高度なソフトウェアと物理的に動くハードウェアが融合して機能する

フィジカルAI特有の複雑な要件をカバーしきれず、結果としてイノベーションを阻害する高い規制障
壁を生み出していた2。 
この制度的遅れを一気に取り戻すため、共に民主党のAI強国委員会産業分科幹事である黄貞雅
（ファン・ジョンア）議員は2026年6月5日、「フィジカルAI開発促進および支援に関する特別法案」を
国会に代表発意した2。特筆すべきは、この法案がAI向け半導体で世界を独占するNVIDIAのジェン
スン・フアンCEOが、フィジカルAIのエコシステム拡大とパートナー探しの目的で韓国を訪問した絶好
のタイミングに合わせて提出されたことである1。 
この法案は、SKグループ、現代自動車、カカオモビリティなど国内のAI産業を牽引する主要企業から
ヒアリングした要望事項を全面的に反映した内容となっており2、韓国が技術的覇権競争において

「ファーストムーバー」となるための強い政治的意志が込められている。特別法案の主要な画期的措

置は以下の通りである。 
●​ ワンストップ規制サンドボックス承認タイムアウト制: これまで複数省庁にまたがって複雑化し

ていた規制サンドボックスの申請窓口を科学技術情報通信省（MSIT）に一本化する。さらに、
企業が申請を行ってから60日以内に政府から明確な拒否通知がない場合、自動的に規制特
例が承認されたとみなす（タイムアウト制）画期的な制度である。これにより、官僚的プロセス

による承認遅滞を物理的に防ぎ、事業化のスピードを担保する2。 
●​ 「デモンストレーション・ゾーン（시범지역）」の指定: 企業が実際の物理空間でロボットや自律

走行技術を安全に検証できる「フィジカルAI特化実証テストベッド」を国が構築する。この指定
された区域内では、関連する一部の法律適用が免除または緩和される特例が適用され、迅速

な実証実験が可能となる2。 
●​ データ活用の特例: フィジカルAIの性能向上に不可欠な学習データに関する規制を緩和する。

ロボットの運行および高度な学習に必要な「生データ（원본 데이터）」や、特定の条件下での
「個人情報データ」の活用に関する例外規定を設け、より高度なデータ学習の道を開く。また、

製造業へのAI接ぎ木を促進するための学習データの構築および無償提供に対する法的根拠
も整備する2。 

●​ グローバル人材誘致とガバナンス統合: グローバルな中核人材を誘致するための強力なイン



センティブ制度を設け、人材確保を支援する2。また、省庁間の縦割り行政による弊害を打破

するため、首相を委員長とし各省庁を統括する「フィジカルAI開発促進委員会」を新設し、汎政
府次元の強力なコントロールタワーを構築する32。 

黄議員は、「AIが単に画面の中の情報を処理する段階を過ぎ、我々の生活の現場で直接動き、産業
構造そのものを根本的に変えようとしている。ファーストムーバーになるためには、現場の速度に追

いつけない古い法と制度を果敢に整備しなければならない」と法案の意義を強調している32。 

6. グローバル競争と国際協調：日中韓の覇権争いと戦略的
パートナーシップ 
フィジカルAIを巡るグローバルな覇権争いは、米国の基礎研究における優位性を前提としつつも、実
世界の製造・量産能力を持つ東アジアの製造業強国、すなわち中国、日本、韓国の間で特に熾烈を

極めている。深刻な労働力不足と急速な高齢化という共通の社会課題を抱える日韓両国は、次世

代ロボットを自国の製造競争力を維持し、国家の命運を左右する極めて重要な未来の成長エンジン

と位置づけている28。 
6.1 中国の先行とマスプロダクションの脅威 
この競争において現在最も先行しているのが中国である。中国は国家主導の強力な補助金政策と、

既存の電気自動車（EV）やスマートフォン製造で培った圧倒的なサプライチェーンを武器に、ヒューマ
ノイドロボットの量産において世界をリードしている。モルガン・スタンレーの最新の予測によれば、中

国のヒューマノイドロボット出荷台数は2026年単年だけで5万台に達すると上方修正されている28。

現在、世界のヒューマノイドロボット生産シェアにおいて中国が86%（米国は4%、韓国はわずか1%）
を占めるとされる中、この圧倒的な「Mass Production（大量生産）」能力は、日韓にとって直接的か
つ最大の脅威となっている3。 
6.2 日本の「戦略的17分野」とハードウェアの優位性 
この脅威に対し、日本政府（高市早苗内閣）は2026年6月24日に「戦略的17分野」という国家戦略を
発表した。日本は自国の製造業の競争力を死守するため、2040年までに官民合わせて10.5兆円
（約100兆ウォンに相当）という巨額をフィジカルAIおよび次世代ロボット分野に投資する計画を打ち
出した28。 
日本の戦略は、米国と中国に次ぐ「第三の極」としての確固たる地位を確立するため、AIロボット
（ヒューマノイドを含む幅広いロボット群）のグローバル市場シェアを30%以上に引き上げ、2040年ま
でに同分野で20兆円規模の巨大市場を獲得するという野心的なものである28。日本の最大の強み

は、ソフトウェア面よりもハードウェアの圧倒的な集積にある。特に、ロボットの複雑な動きをリアルタ

イムで遅延なく制御するために不可欠な「アナログ半導体」産業に対する強力な支援体制や、精密

なロボットハードウェアのフレーム構造、素材・部品・装備（SoBuJang）といったハードウェア・エコシ
ステムにおいては世界屈指の競争力を維持している28。 
6.3 韓国のターゲットと「日韓ウィンウィン」モデルの可能性 
これに対し、韓国は2026年6月29日の「3大メガプロジェクト」において、ヒューマノイドロボットに特化
してグローバル市場シェア20%を達成するという目標を掲げた28。韓国の強みは、高精度の3Dマッピ
ングアルゴリズムやカメラ画像から環境を理解する視覚AI（Vision AI）といった「認知AI（Cognitive AI
）」能力、そしてデータ処理を支える最先端のメモリー半導体技術にある28。しかし、ロボットの精密な



駆動を直接担うアクチュエータやロボットハンドにおいては技術的な後れを取っており、このハード

ウェアのギャップを埋めることが急務となっている27。 
このような日韓の明確な補完関係に着目し、KOTRA（大韓貿易投資振興公社）などの機関は、両国
による強固なヒューマノイド・サプライチェーンの構築を提言している28。韓国の優れた「認知・ソフト

ウェア能力およびメモリー半導体」と、日本の卓越した「精密ハードウェアおよびアナログ半導体技

術」を統合することで、単独では対抗が難しい中国の巨大な量産攻勢に対し、互恵的な「ウィンウィ

ン」の協調モデル（Joint Business Model）を形成できる可能性が高いと分析されている28。 
 



 



 

7. 産業別波及効果とエコシステムの進化 
フィジカルAIの開発と社会実装は、すでに製造業の枠組みを超え、多様な産業分野や日常生活へと
急速に波及し始めている。韓国国内のスタートアップ企業や研究機関は、現実世界で機能するAIロ
ボットの開発において具体的な成果を上げており、社会のあらゆる場面でAIの身体性が発揮されつ
つある。 
7.1 スタートアップと多様な実用化の最前線 
韓国国内のAIスタートアップ企業は、特定の用途に特化したフィジカルAIの開発で存在感を示してい
る。例えば、国内AI企業のMaum AIは、視覚・言語・行動（VLA）を認識して自律的に動き、人間の指
示を理解する四足歩行ロボット「Jindo Bot」を開発した35。この「Jindo Bot」は、従来の警備や物流
拠点での設備点検にとどまらず、軍事施設の自律巡回や人間が立ち入れない危険地域の偵察と

いった、国防および災害対応分野への応用開発が積極的に進められている35。 
また、同社が開発したイベント運営や展示会を補助するパフォーマンス型ヒューマノイド「Woochi 
Bot」は、ダンスや人間の複雑な動作を学習し、人間とのインタラクション能力を実証している35。

Maum AIは今後、高齢者や子供の介護・ケアを支援するヒューマノイドロボットへとラインナップを拡
大する計画を加速させている35。 
7.2 日常生活と特殊領域への浸透 
一般の日常生活においても、AIロボットの導入が顕著に進んでいる。都市部では、ロボットバリスタ
が人間のスタッフを一切介さずにコーヒーを提供し、顧客の注文を自律的に処理するカフェが日常の

風景となりつつある36。農業分野では、果樹園の木々の間を自律的に移動しながら農薬を正確に散

布するロボットがすでに商業適用の段階に入っており、深刻な農業従事者不足を補完している35。さ

らに畜産業においては、家畜施設内で発生する廃棄物を自律的に認識して清掃・処理する機器の

開発が進んでいる35。 
また、AIロボットは人間の精神的・文化的活動の領域にも進出している。韓国で初めて、身長130cm
のヒューマノイドロボット「Gabi」が仏教の戒律儀式に参加し、宗教的空間でのロボットの役割という
新たな可能性を提示した事例も報告されている36。さらに、AIを用いて亡くなった家族の声を再現し、
悲嘆に暮れる遺族をサポートする試みなど、AI技術が社会のあらゆるレイヤーに浸透している36。 
7.3 研究開発の歴史的蓄積と新たな展開 
韓国はヒューマノイドロボットの開発において、2000年代初頭から独自の基盤を築いてきた。KAIST
（韓国科学技術院）のチームが開発した二足歩行ロボット「Hubo」は、当時世界をリードしていたホン
ダのASIMOに対する韓国からの回答として生み出され、日本の自動車メーカー本社の前を歩行させ
るというパフォーマンスを通じて技術力を誇示した歴史がある37。 
この系譜を継ぐ韓国のロボット企業群は現在、オープンソース技術を駆使し、スマートフォンで撮影さ

れた映像を見るだけでAIがK-Popの複雑なダンスの動きを自己学習するロボットを開発するなど、AI
の身体性（Embodiment）を飛躍的に高めている37。この技術はディズニーの二足歩行ロボット（Olaf
）に使用されているものと同等の技術基盤を用いており、中国製のバイラルなロボット（Unitree G1な
ど）に対する最も強力な対抗馬として浮上している37。 
さらに、清掃・サービスロボットを専門とする上場企業であるEverybotは、2026年に仁川（インチョン）



の松島（ソンド）コンベンシアで開催される世界最大のAI・ロボット国際大会「RoboCup 2026」に韓国
AI・ロボット産業協会の役員社として参画している38。同社は、自社が持つ自律走行技術、空間認識

能力、そしてAIロボット制御技術を基盤に、グローバルな研究機関や企業との技術交流を拡大し、自
社のロボットプラットフォームと最新のAIアルゴリズムとの技術的シナジーを追求している38。 
このような多角的な実証現場の拡大と多様なロボットの普及は、「より多くのロボットが物理空間で稼

働することで、より多くの現実世界のVLAデータが生成され、そのデータがワールドモデルを通じてさ
らに賢いAIを生み出す」という、強力な自己強化学習のサイクル（Self-reinforcing cycle）を生み出し
つつある36。 

8. 結論：製造強国から「インテリジェンス輸出領域」へのパラダ
イムシフト 
韓国政府による「フィジカルAI」ファウンデーションモデルの開発と、それに伴う「M.AX」プロジェクトを
はじめとする一連の国家戦略は、単なる技術的なキャッチアップ戦略や一時的な景気刺激策ではな

い。それは、過去半世紀にわたり韓国経済を牽引してきた「大量生産・ハードウェア中心の製造業」

というパラダイムから、「AIが組み込まれ、自ら思考し最適化する自律型生産システム」へと、国家の
産業アイデンティティを根本的に転換する歴史的な試みである。 
総額1,400兆ウォンに及ぶ「3大メガプロジェクト」は、AIの頭脳となる演算力を提供する「半導体」、そ
の膨大なデータを処理・蓄積するインフラである「AIデータセンター」、そしてAIの意思決定を物理世
界で直接実行する「フィジカルAI」という、不可分に結びついた三位一体のエコシステムを韓国国内
に構築するものである。さらに、「フィジカルAI特別法」の制定による果断な規制撤廃（タイムアウト制
や実証特区の創設）と、金融委員会が主導する「国民成長ファンド」による数兆ウォン規模の長期忍

耐資本の供給は、ハードウェアの社会実装に伴うリスクを国家が積極的に引き受けるという強いコ

ミットメントを示している。 
SKグループの崔泰源（チェ・テウォン）会長が示唆したように、この壮大なプロジェクトが成功裏に推
移した場合の最終的な帰結は、韓国が単なる工業製品（自動車や半導体部品）の生産・輸出国にと

どまらず、自律化された工場インフラそのもの、稼働するロボット群、それを支えるクリーンな電力

網、そしてこれらすべてを制御する「インテリジェンス（知能）」を一つのシステムとしてパッケージ化

し、世界へ輸出する国へと変貌することである6。 
もちろん、この野心的な目標の達成には多くの課題が立ちはだかっている。セマングムや西南圏へ

の地方分散投資に伴う100GW規模の電力網や用水インフラの適時かつ確実な構築、中国がすで
に構築している圧倒的なロボット量産体制とのコスト・シェア競争、そしてアクチュエータやロボットハ

ンドといった精密核心部品の国産化率の向上などである。さらに、野党や環境保護団体との政治

的・社会的合意形成も不可欠である。 
しかし、技術的補完関係にある日本との戦略的互恵関係（ヒューマノイド・サプライチェーン）の構築

や、既存の製造現場で蓄積された豊富なノウハウをAIの学習データへと転換する「データファクト
リー」構想が結実すれば、韓国は2030年の「フィジカルAIグローバル1強」という目標に向け、他国に
は容易に模倣できない強固な基盤を築くことになる。今後3年間と定義された「ゴールデンタイム」に
おける、産学官の実行速度（スピード戦）と戦略的柔軟性が、韓国の次代の国家命運を決定づける

ことは間違いない。 
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